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・ンドン塔（筆者撮影）

　昨年（1953）9月19日から25日までの一週間イギ

リス王室写真協会Roya1　Photographic　Society　of

Great　Britainの百年祭を記念して国際理論および応用

写真会議International　Conference　of　Science　and

Applications　of　Photographyが冒ソドソにおいて開催

され筆者もこれに参加することになった。

　100年前といえば1853年であって日本では黒船が来

たといって大騒ぎをしていた頃であるがイギリスにお

いてはその歴史上最大の繁栄を誇ワていた時代であワ

て，科学および芸術の分野においても爆出した人が雲の

如く現われた時代なのである。その前年1852年の春に

ハイドペークに大博覧会が催されて大いに科学および芸

術を鼓吹した。この際写真に興味を持つ人が写真の協会

を持つことを相談し，その手はじめに1852年の12月

テームズ河畔の芸術協会Society　of　Artsの画廓に774

の写真の展覧会をもよおした。丁度コロジオy湿板法が

入ってヵロタイプやダゲールタイプに代ワた時であっ

た，っいで1853年1月20日，木曜日に協会の最初の

集会が行われた。こういう会合の主役はいうまでもなく

イギIJスにおける写真の発明者のF。x　Talbotであワ

た。彼は1841年カロタイプと．い5写真の最初の方法を

発明した。1853年2月3日にはその常会で春名なニュー

トyが講演している。

　最初の会長はサー・チャールス・イーストレーキであ

った．写真協会は1874年にいたり現在の名称を正式に

とりビクトリア女王がPatrenageを与えることになワ

た。爾来一世紀協会は健全な発達を遂げ会員は全世界

にわたり6061名（昨年初頭）におよび現在の会長はシ

ソキyソソSinkinsonという人である。この協会はそ

の発展の経過から見て判るように科学的な写真ばかりで

なく，芸術的な部門をも包含しているのが特徴である。

　イij’　i）スの写真学会のことを少し長くのべすぎたかも

知れないが伝統的である点を強調したいのである。イギ

リスの工業といい風習といい伝統的ということが特徴で

ある。伝統とか因習とい5のは大抵沈滞したものを含む

ものであるがイギリスにおいては内容は非常に新しく積

極的である。写真科学の方面でも実験的成果は量質共に
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国際写真会議に出席して

菊　池　真

アメリカが圧倒的であるけれども，理論り方でぱ固体論

で有名なN．F．　Mott氏やその弟子で最近日本でももて

は一やされているJ．W．　Mitchell．氏の如き入を輩出せしめ

ている。

　イギリスのナショナリスムということも徹底したもの

だと思う。映画館に行．；tて終って帰ろうとすると英国国

歌の吹奏があって女王の乗馬姿が方ラーフtルムにて映

写される。芝居がはねてやれやれ帰ろうとして司，同様ず

ッド・セーブ・ザ・クイーyが奏楽されて暫らく立たね

ばならぬといワた調子である。その他いろいろな催L物

にRoyal　Englandと書いてあることが多い。見学した

会社の研究所でもアメリカの装置などほとんど使ってい

ない。もワともイギリスには良い装置をつくる会社が多

いからであろう。たとえば分光写真機などはAdam

Hilger，光電池はEvans　Electroselenium　Ltd，現像装

置などはDe　Vere会社という風である。

　国際写真会議はつぎ5の如きつの分科会に分れて行わ

れた。

　　A．　Photographic　Science

　　B、　Colour　Photography，　Kinematography，

　　　Steree・photography，　Photegramrnetry

　　C．　Technique　and　Applications　of　Photography

　　D，Photemechanical　Processes

　　E．　History，　Literature　and　Training　im　Pho－

　　　tography，　Photocepying　Techniques．

　日本からも6つの論文を提出したがこれらはいずれ亀

A分科会に属していた、議題は非常に広汎にわたワたが

高感度フィルム製造の最近の問題として金増感，硫責増

感などの研究が多かった。写真感光の主体が臭化銀であ

ッて，感光核が高分散度の銀であることはよく知られた

ことであるカ：，この際崖かに硫青化金を加えることによ

って感度を著く高める按術を金増感Gold　sensitization

という。この研究にはじめから携っていたアソスコのミ

＝ラー博士も招待講演に「金属塩が写真乳剤におよぼす

影響」という題でこれに関する綜合的発表を得った。

　写真の応用とい5項目では高速度分光写真とい5講演

があワた。変化しやすい化合物の分光写真をとるのに数
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ミリセコyド位の短時間にて改良型フラッシュを用いて
　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

2000Aから遠赤外部まで0．05Aの分解能にて吸収スペ

クトルを撮影することができるそうである、イーストマ

yコダックはパナマに熱帯写真研究所をつくっている。

ペナマ市は年中相対湿度100％で温度は95°Fに上り，

使用する水温も83～85°Fという風に熱地における写真

機，写真材料の抵抗性を調べるのにうってつけの場所で

あるらしい。写真機に膠の如き動物性の接着剤を用いる

時は防腐剤としてサリシルアニリドを含ませるがよい。

また有機の仕上薬に防腐剤として添加するのにpenta－

chlorophenylphenoxyacetateという大変長い名前の化

合物が有効であるという。この研究所は写真撮影抜術に

ついても指示を与えているが，熱地においては露出計の

示す露出より一段少なく露光を与えるがよい。反対にシ

vドーが多く拡散光の少い場所では露出不足になること

カミあるという。

　会議の前に相当詳細なるプレプリソトが配られている

ので講演は10分以内として討論に長い時間をかけるこ

とになつていた。プリ》／トは英語であるが講演は英・独

・仏のいずれでもよか．．た。英米にいる学者でも戦前ド

イツから亡命した入が多いので英語でもドイツ語でも自

由自在であるから討論は甚だ活澄であった。討論が終わ

ると質問者と応答者に紙が廻ってその要旨を書くことに

なる。これはいずれそれぞれの論文の後に附けて最終的

に議事録となって印刷されるはずである。講演の説明図

などはすべて幻灯を用いた。

　学会の見学および遠足は20箇所も準備されていた。

遠足の一つは日曜日にロソドソの西方150kmの所にあ

るLacock　Abbeyという所に三台の大型バスに分乗して

出掛けたことである。ロソドyの郊外は何処までも緑の

牧場がつづいて牛・馬・羊の群れている有様はまことに

のどかである。家もまばらであり畑は時としてキャベツ

などを植えている程度である。Lacock　Abbeyというの

はその名のように1229年にできた女子修道院であった

が，後にへyリー八世の治世にこういう宗教的施設に断

圧を下したので解体してし’まったのを1574年頃前述の

写真の発明者Fox　Talbotの祖先が国から譲り受けた

ものである。従って修道院時代の遺物と写真の発明に関

する博物館になっているのでわれわれ一行が遠路ここま

で見物に行った次第である。

　筆者は見学には戸ソドソの西部Teddingtonにある

National　Physical　Laboratoryへ行った。ここは煉瓦

造りの古めかしい建物であるが中は立派なものである。

空気力学の研究室というのを見せて貰ったが風洞の一つ

は断面18in×14inで3気圧に上りその最大速度は音速

の1．8倍に達する由である。このほか電気・機械・光学

などの部門がある。写真は各部門に応用されているが立
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派な写真撮影スタジオがあ・．て各種光源や写真機が備え

てあった。現像，定着などの装置もステyレスでできて

いて立派なものであるが，定着液は比重を測って増し液

を加え時々炭素極をもって銀を電解回収しているのは感

心した。

　矢張ロソドソの西郊にあるPATRAという研究所を

見た。Printing　and　Allied　Trades　Research　Associa－

tionの略であって印刷同業組合の研究所である。イギ

リ系にはこういう同業組合の研究所が沢山あって同業組

合で出す資金の半分を政府が補助して産業を援助Lてい

る由である。こういう研究所では個々の会社では行い得

ぬような基礎的な研究を行いうる便宜がある。たと之ば

この印刷の研究所でもRheologyの研究室というのが

いくつもあった。又包装と輸送に関する研究室というの

があって熱地向の句装方法や防湿の研究を行っていた。

又紙の虫及びかびの生物学的研究も面白いと思った。

　筆者の専門である写真の方ではHarrowにあるKodak

の研究所とゼラチy会社を二つ見学した。Kodakは工

場と研究所で5000人の所員工員を擁している。週2日

休で40時間制であるのは羨ましい。ゼラチソの研究に

ついては特に注意を払ったが，ゼラチソの凝固点を求め

る日本の力法とことなり凝固時聞を求める方法を取って

いる。すなわち図

の如き四角いアル

ミニウムの棒の中　　　　　　　　9v　Nlフi〈

に10『Cの水を通
　　　　　　　　　　　　　金露果
し，この捧の上に

ゼラチソの5％溶液を流し，徐々に角捧を廻転しつ

つゼラチソ溶液が流れなくなるまでの時間を求める方

法を取っている。ゼラチソ部のJanus氏はアルギニ

yのゼラチyの物理化学的性質に及ぼす影響を見てい

た。

　イギリスの会議の前および10月になってまた二週間

をフラソスで過した。パリーは戦争の破壊を受けていな

いので少しも変っていない。イギリス人がお行儀のよい

のにくらべるとフラyス人の服装などかなりだらしがな

いように見える。パリーはゴスモポリタyの都市で東洋

入であろうとアフリカ人であろうと皆パリーを自分の国

と考えてよい気安さがある。パリー大学の附近は11月

新学期にそなえて次第に各地から学生が集まって来てい

るが中国人，印度麦那人，アブリカ人と有色人が目立つ

ためもあるがフラyス人より多いのでないかと思う程で

ある。

　昔勉強したパリー大学理学部無機化学研究室へ行って

見た。外見は少しも変らないが中はすっかりモダーソに

なっていた19年前には18世紀以来の古い実験器具が

あったのであるが，今度はそういうものは全然影をひそ
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めてしまった。19年間に2代教授が変わり，最近の教

授が二年前就任された時すっかり改造された由である。

昔いた小使のおばあさんもいなくなって浦島太郎のよう

な感慨を覚えた次第である、

　　フラソスではルーブル博物館，印象派の絵のみを並べ

たJeu　de　Paume博物館，その他一，二の博物館を見

物し，夜はCom6die　francaiseやCasino　de　Parisを

見物した、こういう文化的の財産はブラyスには無尽蔵

と思われる位あつて一ケ月やニケ月では到底見つくされ

ない。パリーの入はしかしこういう特権を必ずしも充分

享受しているものとは思えないが，ブーロニュの森，ル

クサソブール公園，ビュトショーモソ公園など市の内外

に沢山ある公園では老若男女がのんびりと休憩し，また

は散策して人生を楽しんでいる有様は特に現在せち辛い

せまくるしい日本から来たものに羨ましくうつるのであ

った。雀や鳩が少しも入を恐れず公園で餌をやる人の手

にまでとまってついばむのも日本では見なれぬ風景であ

るが・何代も雀と人との仲の良さが生んだ結果であろ

う。

　ブラソスでややどうかと思うのは政治の拙さと近時頓

に多くなった自動車の氾濫であろう。フラyスは個人々

々が非常にしっかりした所で国全体としては一貫した方

針を欠き勝ちな国であるという。最近コチー一大統領選挙

では13回も選挙を繰返えしてやっと過半数を得たとい

う調子で政党は小党分立し，内閣は3月と続かず，ため

にイギIJスの如き産業援助策も行われない。フラソス人

は独創力に富んだ国民で多くの発明・発見をしているが

これの工業化においては米・独にしてやられることが多

いのはこのためであろう。今一つ，これはフラyスに限

らないが自動車の数が多いことは交通事故を頻発する原

因となっている。オートパイならびにスクー一ターに乗る

人も多くこの人達は鉄甲をかぶっているが，それでもこ

れが交通事故の一大原因になるらしい。西ドイツでも自

動車事故は多いのであるが1952年中交通事故被害者数

は319，000人，1953年は7月のみで45，000件，死者

1200入，負傷者34，000人であるという。欧米では日本

と比較にならぬ位入命を大切にするのであるが，この交

通事故による死者には案外無関心なのはどうしてだろ
うっ

　仏印における戦争はフラyスにとって経済的の負担に

なっているばかりでなく，多くの青年を兵役に駆り立七

て国力を著しく消耗さしているようである。研究所など

でも女の研究員が非常に多いのはこのためであろう。L

たがって貿易などは消極的であって産業もイギリス・べ

・・ギー・ドイツ等の積極的なのに比べてやや物足りない

感じがした。

　パリ・一一においてバン・セyヌの森の傍にあるKodak
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　Path6の研究所，　C．　N。　R．　S（フラソス国立科学研究所）

のベルビュー研究所などを見学することができた。

Kodak　Path6の工場には約3000人の工員が働いてい

る。ここでは工場内およびパリーの主要な地点の空気を

採取して放射能を測定記録している。最近アイソトープ

の使用が盛んになるにつれて包装紙などがContamina

tionを受ける危険があるからこういう考慮が必要にな

るであろう。この研究所のPouradier氏はゼラチゾの

研究家であるからぜラチyなど高分子物の分子量の測定

はいろいろ工夫を施している。分子量1500以下のもの

は氷点降下法で100，000以上では滲透圧法を用いるが，

その途中の所が困難なのでこの部分は沸点上昇法によっ

ている，

　CNRS研究所のTrillat教授は電子顕微鏡および電子

線廻折の応用の専門家であるがTrub－Trauber会社の

電子顕微鏡を改良し資料を加熱し，金属が酸化物になっ

ていく有様をフ1ルムを動かしながら見守ることができ

るようになっている装置を見せて頂いた。

　フラソスから飛行機で10月15日にベルギーのブラ

ッセルに飛入だ。この時期は既にパリーでもブラッセル

でも雲低く垂れ込めて陰欝な日が多いが飛行機に乗って

2000米位上昇するとすっかり晴れてうららかな太陽を

見ることができる。しかしそれも僅々40分位で下降に

移って忽ち目的地に着いてしまう。

　ベルギーはその植民地ベルギー領コソゴーからウラニ

ゥム鉱石，銅，コバルトなどの鉢産物を出すので甚だ裕

福でブラヅセルの町は繁栄を極めている。ベルギーは独

立して以来200年にはなワていない。小さい国であって

外国との交通が激しいのでベルギe－　Nはゴスモポリタソ

であり，概して語学が巧である。この国はフラソス語と

フラソドル語を国語としている。ベルギーは自動車で端

がら端まで3時間位で突抜けてしまうような小国である

のにフラyス語を使うワーロy人とフラyドル語を使う

フラソドル人の間に常にトラブルがあるそうで，このよ

うに平和な国にすらかくも意見の相違が起るものであろ

うかと不思議に思う次第である。ついでながらフラソス

のフラソス語とベルギーのフラyス語は大体は同じであ

るが少しは違う点が無いでもない。たとえば70のこと

をブラソスではSoixante－dixというがベルギーでは

Septanteという。80はフラyスではQuatre・vingts

であるがベルギーではO，ctanteという。

　ベルギーではLi6ge，　Louvain，　Monsの三大学を見

学する機会があった。いずれも設備が立派であったが，

その割合に研究者が少いように思えた。日本から研究者

が行けば歓迎されるだろう。

　筆者はベルギーではゲバルトGevaertという写真会

社の研究所を見学した。この会社は古くからある会社で
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あるが戦前はコダック，アグファなどに比べて余り有名

でなかったがアグファが東独の方に入ったので西欧にお

けるアグファの市場を受継いで大変大きくなった会社で

ある。カラーブイルムもゲバカラーというのを出してい

て目本にも昨年ブラyス映画の青ひげというので来てテ

クニヵラーを見慣れた眼におだやかな感じを与えるので

親しみを持たれた。この会社はブラッセルから電車で約

rO分アソトワープの郊外にあり町の中にあるので敷地

など広くはないがその代り立体的の工場になっている。

　ここで感心したのはDocumentatio．　n　Departmentに

力をそそいでいることで10入近い技術者が世界中の文

献特許などをカードにして10進分類法で整理してい

る。何か研究をはじめる時はこの部門から動きはじめる

そうである。日本の文献なども大変注意して集めてい

る。ここの研究室では発色現像に使用するカップラPtの

合成を行っているが蒸溜装置などアメリカ製の大変精度

のよいものを使っていた。異性体の僅かな混入が色彩に

影響するのであるからこういう注意を払うのは当然であ

ろう。有機化学の基礎的な研究にも力をそそぎUnter＿

．zaucher法といゲ（02の直接定量を行っていた。なおこ

れは既に1949年の雑誌に発表されていたことで知って

おらねばならなかったのであるが，3．31・dimetlhyl5．5ノー

・dichlo．　ro・　9　ethylthipcarbo－cyanine　Chlorideの5万分

の1溶液がゼラチyの等電点で色が変わることから，こ

の変色点のpHを測定してぜラチソの等電点を求めると

』いう方法も教えられてよかったと思う。

　ベルギーから西独のDusseldorfに向った。ド・fツで

iは　Dusseldorfからライy河に沿って　H，eidelberg，

Stuttgartと上って行った。ライy河は西ドイツにおけ

る乳房とも動脈ともいえよう。洞幅はDusseldρrfあた

りで隅田川の2倍位もっと上ると隅田川位であるが流れ

がゆるやかでよく淡喋してあるので100t位の船ならど

んどん湖航していて，石炭やその他の原1料を運んでい

る。列車は河の両岸を走っているが対岸に隠見する古城

や，V－Vライの岩や，葡萄畑など詩的な景色であって

応接に時の立つのを忘れてしまう。K61nでは有名なゴ

チックの大伽藍を見物する。この一部は爆撃を受けて修

復中であったが幸い二つの尖塔は依然天に向って聾えて

『いる。ドイツの都市はK61nに限らず何処も未だ生々し

’い破壊の跡をとどめているが他方又復興の槌音が生々と

ひびいている。誰もドイツを見た人がいうことである

がドイッ人は実によく働いているようである。政治的の

状況においては日本は曲りなりにも独立しているのに対

してドイツは依然占領下にある。しかし道路の立派なこ

と，経済が堅実でイソブレーショソでないこと，住宅は

どんどんアパートが建っているが日本のようなちゃちな

ア7R・一トでないことなど一般の状況は日本より遙によい

41

ように思われた。

　しかしドイッ人の日本人に対する感情は他のいずれの

国にも増してよいようで筆者の拙なきドイツ語をもって

もできるだけ語り合い度いような親しさを感ぜしめる。

だが貿易や商売の上では話は別であるらしくDusseldorf

の南35kmの所Leverkusenにあるアグファの工場を

訪ねた時，土曜日の故もあったろうがわずかに天然色の

講習所の見学を許されたに過ぎなかった。ドイソの化学

工業の大会社1．G．　Farben　Industri．e会社が独占禁止

法でBadische　Aniline，　Hochstなどの小会社に別れた

中にBayer会社もあるが，その一隅にアグファがつく

られて3年にして堅実な発展を遂げて再び昔日の感をも

り返えそうとしている。アグファは前述の如く東独の

Wolfenに本拠をもっていたためにソ連圏に入っていた

のである。

　Heidelbergはライソの麦流のNeckar河の流れにそ

い有名な大学は丘の上にあってまことに静かな勉学には

最適の地のように思われた。StuttgartはZeissなど西

独の写真機工業の中心であるが筆者はドイツゼラチy，

略してD．G．　Fというこの町の郊外40kmにあるぜラ

チソ会社を見学した。ゼラチy会社といっても立派な発

電機を据付けて低圧蒸気を皮の加熱に利用し，余剰の電

力は町の電気会社に供給するという徹底ぶりであり，電

九蒸気，などの配分をコソトロe・一一　7Vする配電盤など日

本であれば電気化学工業の会社に見られる位の設備をも

っ一ｱいた。ここの技師長Dr．　Schinleという方が実に親

切に案内して下さった。

　スイスの旅行はZUrichからはじめた。10月末のスイ

スはもう登山の季節ではなく，天候も曇り勝ちでZUrich

湖に浮ぶ白鳥などが僅かに眼をなぐさめて呉れるのであ

るが，時に晴れると美しい雪山の遠望をほしいままにす

ることができてスイスなるかなと思うのであった。スイ

スという国は清潔な国，貧富の差の少い国と誰でも知っ

ているがいろいろ人が普通には知らないことがあった。

その一つはこの小さい国は小さい郡に分れていて23に

上り各々の郡は別の法律を持ち，郡立の大学を持ってい

る。もち論いろいろの地方色を呈していてたとえばUri

郡はウィリアム・テルの故郷であって一番古い歴史を誇

っている。テッシyというのはイタリーに一番近い所で

全ぐイタリー風であって夜も遅くまで町がにぎわってい

る。他の一つはこの国はカトリック国かと思っていたら

一般的には新教国であって100年足らず前にそれまでカ

トリックに属していた寺院が全部新教のものになり，カ

トリックは最近の50年にまたぼつぼつ教会を建てはじ

めたのであって，日本で非常に発展しているジエズイ

ット会はこの国では布教を許されていないのである。そ

　　　　　　　　　　　　　　　　（13頁へつづく）
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‘

　第3表の結果を計数値cpmの対数とAgの濃度とを
両軸にして3段から7段の各段の曲線を第2図に示す。

第3段の曲線がAg濃度の最も低い部分まで直線であ
る。そして段数が増加するにつれて低Ag濃度の所で直
線性を失っている。

　・一般の放射性実験では補正曲線を予め求めてから測定

試料の相対的な放射強度を求める場合が多いが，この第

2図の曲線から放射能溶液試料測定の場合には，その放

射能強度によって測定の棚位置を適当に選ばなくてはな

らない。

〃卿

㎜
　膨　　〃ミδr

禦嬉訪鎧颪餐

10

・　　．

　　　°C7

　　　　　　1L－一＿＿＿L「一＿＿＿一r－一’

　　　　　　　o　　＿一．50va　　”
　　　　　　　　　　　窓かbの距離

　　　　　第3図測定距離i一放射能曲線

測定試料とG－M管との距離と計数値の対数とを両軸

として，各Ag濃度の曲線を第3図に示す。放射能強度

がある程度高いC7，　C　6，　C　5ではほぼ曲線であっ

て，測定に利用できるが，C3，　C　2などでは有意義な

G－M測定値は計数管に近い場合だけであって，殊にC1

では伽とanとの数値からして有意義な測定値は最短
距離の場合だけと考えられ，その他の場合は測定値の誤

差が大きくて曲線が求めえられない場合もある。

4．　結　言

　これまで述べたように，放射性溶液の放射能を測定す

るには，溶液をそのまま試料皿に取った試料を端窓型G

－M管を用いて，プローブスタソド中で測定すれば，第
2図のような直線性があるためにかなり精度よく計数値

から放射性物質の存在量が求められる。この方法は初め

て行ってみた実験でもあるので，充分検討されてはいな

いが測定法として一つのあり方を確立したものである。

今後さらにこの測定法を発展させて行きたいと考えてい
る。

　この実験において，いろいろ御助力いただいた佐4木
吉方君および実際測定していただいた吉川節子嬢に深く
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れで一般の入が目本においてジエズイットが危険でない
かと聞くのには全く驚いてしまった。

　スイスには製薬工場，時計工場ズルツァのマリソエ
yジソ，ゼネボアの工作機械など世界に冠たる工業があ
るがしかし由来人口が少く，国が狭いので自国だけを市
場とする産業は割にのびないようである。バーぜルで見
学した（妻eigy製薬会社は前者にチューiJッヒで訪問し

たウイYテルN）T　pt　7Lゼラチソ会社，ブリブールのテルコ

写真会祉などは後者に属している。ガ・fギー会祉では薬
効の試験に電気的な測定を盛んに使用していた。たとえ
ば麻酔剤の試験に鼠を籠の中に入れてこの籠の振動を隣
の部室に電気的に導いて自記せしめ，薬が効いて鼠の動
かなくなる迄の時間を測定するという類である。ここに
はDDTの発明でノーベル賞を貰ったミユラー博士がお
られてお逢いすることができたが，如何にも温厚な方で
あった。塩素誘導体の殺虫剤に対して虫が抵抗性を示し
て来た傾向があるので新しい型の殺虫剤を研究しはじめ
たと案内者がいっていた。
　スイスは人も知る牧畜の国であってゼラチソ工業は原
料に恵まれているのでウイソターツールゼラチソ会社も
戦前は非常に盛んであったが，戦争中今まで輸入してい
た日本などでもゼラチyを自給するようになったので今
ではやや不振のようであった，テルコという会社は余り
人の知らないテルカラーというカラーフイルムをつくっ
ているが，技術者はアグファ系統の人であってなかなか
立派なもeD；を出している。

　筆者のヨーロッパ旅行の最後はイタリーであった、ス
イスで既に寒く陰欝で冬近きを思わせたのにミラノに来
ると再び初秋の如き暖かさであって，冒一マまで南下す
ると空は青く少し早く歩くと汗ばむ位で南欧の気候がア
ルプスの向うと如何に変るかをよく体験した、ローマは
北緯38’であって日本の青森辺に相当するが冬雪の降る．

ことは滅多になく日本でいえば鹿児島辺りの気候に相当
するようだ。
　ミラノでは有名な大理石でできたドームを見物した他
にFerrania写真会社の天然色フイルムの現像場を見る
ことができた．ミラノから200kmのフェラニアという
所にあるその工場はイタリーでは唯一の大写真会社であ
るし，フェラニアカラーという内式のカラーフイルム及
び印画紙をつくっている。イタリーではこの会社の外は
ベニス，フVVソス，冒一マと見物の旅をつづけた。筆
者は美術や歴史は余り判らないが，それでもローマの絵
画，彫刻，教会の芸術はパリーのそれにもまして驚嘆に
値するものばかりであった，カステルガソドルフォとい
うローV法皇の夏の別荘で二，三百人の人と共に法皇の
一般謁見に参加することができた，ローマの三日の滞在

はこうして瞬く間にすぎて11月11日早朝BOAC機に
乗って日本へ帰路についた，途中ビルマ，タイ，香港に
寄ることができて，こられ東洋の国々は今まで見たヨ＿
vッパと著しい差があるがこれらについてはまたいずれ
述べて見たいと思う。　（1954・1・12）
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